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高齢者医療を考える 

 

“ 薬局で人生会議…？” 
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Advance Care Planning (以下、ACP)は欧米から注目されはじめた概念で、「将来意思決

定ができなくなった時に備え、本人が望む医療ケアを早い時期からくりかえし話し合うプロセスが

重要」という考え方です。日本では 「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関する

ガイドライン」が 2018 年に改訂された際 ACP の概念が盛り込まれました。心身の状態の変化等

に応じて本人の意思は変化しうるものであり、医療・ケアの方針や、どのような生き方を望むか等

を、日頃から繰り返し話し合うことの重要性が強調されたのです。また、厚生労働省によって「人生

会議」という愛称も決定しました。 

ACP には 3 つの Step があります。First Step は健康な状態 、Next Step は進行性の慢

性疾患や合併症がある状態、Last Step は１年以内に死が予測される状態です。現在の日本では

緩和ケア病棟などで行われる Last Step がほとんどですが、ACP の醍醐味は『くりかえし』話し

合うことです。これらすべての Step に関わる機会がある薬局だからこそ、ACP を行う意味がある

のではないかと考えています。 

日々患者さんと接する中で「自分の最期」についての考えをこぼされる瞬間が思ったよりも多い

ことに気が付きました。患者さんが話してくれた、そのあとはどうすればいいのでしょうか？傾聴す

る、それだけでよいのでしょうか？ 

すでに超高齢社会に突入している日本だからこそ、今すでに高齢の方・これから高齢になる方。

自分が家族が納得し満足できる最期について、ひとりひとり考える必要があるのではないでしょう

か。 

 

本日は薬局における ACP の取り組みと今後の展望についてお話させていただきます。 

皆様もご一緒に高齢者医療と ACP の関わりについて考えていただけたら幸いです。 

 

 


